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<2004/2005年度> 

人口 2,028万人 財政会計年度 ７月～６月

(東京都の約1.6倍)
為替制度 変動相場制

一人当たりＧＤＰ 33,090 ドル 通貨  オーストラリア・ドル

産業構造(ＧＤＰ構成比)　　１次産業  3.5％
１米ドル＝1.33オーストラリア・ドル

２次産業  26.1％ 面積 768.2万k㎡ (日本の約20倍)

３次産業  70.5％

 経済成長率
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<オーストラリア経済のこれまで>

 

＜2005年の経済＞ 

2004/05年度（04年７月～05年６月）の経済成長率は2.4％と、昨年度よりも低下したが、こ

の背景として02年からの段階的な金融引締めによる住宅投資、個人消費等の減速がみられた。

05年後半の経済成長率は、一次産品輸出の好調を受けて設備投資が高い伸びを続け景気をけん

引する中、雇用環境の改善、所得税減税等を背景として個人消費が底堅く推移し、７～９月期

前年同期比2.5％、10～12月期同2.7％となった。失業率は05年６～８月に5.0％となり、29年ぶ

りの低失業率となった。 

 

＜2006年の経済見通し＞ 

2006年の経済成長率は、２％台後半になると予測される（政府見通し2.5％(05/06年度)、民

間機関27社の平均2.8％(06年４月時点)）。民間機関の見通しは、半年前（05年10月時点3.0％）

から下方修正されている。  

鉄鉱石等の商品価格の高騰を背景とした設備投資の拡大が成長を支え、堅調に推移するとみ

  



94～03年 03/04年度 04/05年度 05/06年度

政府 ＯＥＣＤ ＩＭＦ 民間機関

実質ＧＤＰ 前年度比％ 3.9 4.0 2.5 2.5 2.9 2.9 実質ＧＤＰ

  個人消費 同上 3.7 5.5 4.2 2.75 3.1 ― 平均

  民間投資 同上 7.2 8.4 5.2 ― 8.0 ― 2.8

鉱工業生産 同上 2.5 ▲ 0.3 0.4 ― ― ― 最大

消費者物価 同上 2.6 2.4 2.4 3.0 3.0 3.5 3.5

失業率 ％ 7.7 5.8 5.3 5.25 4.7 5.2 最小

経常収支 億米ドル ▲ 334.5 ▲ 432.7 ― ▲ 416.0 ▲ 408.0 2.2

(ＧＤＰ比) ％ (▲ 5.6) (▲ 6.4) (▲ 6.0) (▲ 5.5) (▲ 5.6) ( 27 社)

財政収支 億米ドル 46.8 96.9 ― ― ―

(ＧＤＰ比､年度) ％ ( 1.0) ( 1.6) ( 1.5) ( 0.9) ( 0.6)

政府債務残高 億米ドル 136.4 82.0 ― ― ―

(ＧＤＰ比､年度末) ％ ( 2.8) ( 1.3) (▲ 0.5) ― ―

（備考）1．オーストラリア統計局統計。ただし財政収支及び政府債務残高、政府見通しは‘‘The Commonwealth Budget
           2004-2005’’（2006年５月）、ＯＥＣＤ‘‘Economic Outlook’’(2006年５月)、ＩＭＦ‘‘World Economic   Outlook’’
           (2006年４月)による。
        2. 年度ベース。例えば05/06年度については2005年７月～20065年６月。
　　　　3. ＯＥＣＤ見通しの民間投資は、総固定資本形成。
        4. 財政収支は、発生主義ベース。 
        5. 政府債務残高は、中央政府ネット値。

オーストラリアの主要経済指標

2006年

 

られる。個人消費についても雇用環境の更なる改善等を背景として緩やかな回復が見込まれる。

下方リスクとしては、①今後の商品価格の下落、②消費者物価上昇率が06年１～３月期には前

年同期比3.0％と、オーストラリア連邦準備銀行が設定するインフレターゲット（消費者物価上

昇率（総合）前年比２～３％）の上限にまで達するなど、労働市場の需給及び生産設備のひっ

迫によるインフレ圧力の高まり、③金利引上げの継続に伴う多額の債務を抱える家計の利払い

負担増による個人消費の更なる減速が挙げられる。 

 

＜財政金融政策の動向＞ 

財政収支は、2004/05年度は136億豪ドルの黒字（ＧＤＰ比1.5％）となった。05/06年度は、

06/07年度予算案における見通し（06年５月公表）によると、政府による中間見通し（05年12

月発表）から上方修正され、148億豪ドルの黒字（ＧＤＰ比1.5％）と見込まれている。また06/07

年度も、108億豪ドルの黒字（ＧＤＰ比1.1％）と、５年度連続の黒字が見込まれている。同予

算案で示された06/07年度の主要な政策は、歳入面では所得税減税、歳出面では少子高齢化社会

に向けた労働力確保のための子育て支援策及び輸出拡大のボトルネックとなっている輸送イン

フラの整備等がある。減税の内容をみると、家計に対してはガソリン価格の上昇や金利引上げ

による個人消費への影響を緩和するための所得税減税は４年連続となり、今後４年間で367億豪

ドルの規模となる。企業に対しては、設備投資促進のための減価償却率の引上げが実施される。

なお、好調な経済を背景とした税収増に加え、通信会社テルストラの政府持分株式の資産売却

益等が政府債務償還に充てられ、政府純債務は06年４月に30年ぶりに解消された。 

金融政策では、オーストラリア連邦準備銀行は06年５月、政策金利（オフィシャルキャッシ

ュレートの誘導目標水準）を05年３月以来14か月ぶりに0.25％ポイント引き上げ5.75％とした。

足元のインフレ圧力の高まりを受けた予防的な引締めとなっている。 
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